
平成27年

No.13988 11

流鉄流山線が増便 流鉄流山線では、8月22日㈯の花火大会当日、19時から22時台は毎時1往復を増便します。また、増便に伴い19時から23時台ま
でダイヤが変更となります。なお、8月28日㈮に順延の場合は、通常どおりの運行となります。  問流鉄株式会社☎7158－0117

最
後
ま
で
、
一
瞬
も
目
が
離
せ
な
い
花

火
大
会
で
す
。

　

ま
た
、
当
日
16
時
か
ら
は
、
味
自
慢

の
店
が
ず
ら
り
と
並
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屋
台
村
」
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。
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花
火
を
楽
し
む
な
ら
流
山
。
夏
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
、
市
外
か
ら
も
大
勢
の
方

が
訪
れ
る
流
山
花
火
大
会
。
39
回
目

を
迎
え
る
こ
と
し
も
、
三
郷
市
の
花
火

大
会
と
同
日
開
催
で
、
合
わ
せ
て
１
万

発
の
花
火
を
盛
大
に
打
ち
上
げ
ま
す
。

　

大
輪
の
花
が
夜
空
を
彩
る
大
迫
力

の
ス
タ
ー
マ
イ
ン
を
は
じ
め
、
高
速
で

打
ち
上
げ
る
花
火
と
音
楽
が
シ
ン
ク

ロ（
同
調
）
す
る
ス
カ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　当日会場では、16時から「屋台村」がオープン
します。焼きそば、たこ焼き、フランクフルトのほ
か、塩麹鳥の唐揚げや富士宮焼きそばなど、味自
慢の39ブースが並びます。
　生ビールやソフトドリンク、かき氷など、冷たい
メニューも用意していますので、花火を楽しむ前
に屋台村で自慢の味を堪能してみませんか。

　花火大会の会場周辺には、駐車場がありませんので、公共交通機
関をご利用ください。また、当日（18時～21時30分）は、会場周辺で道
路規制（下図参照）を行いますので、ご協力をお願いします。

◆有料観覧席（前売券）
Ｓ席：１人3,000円（指定席、パイプいす席）
Ａ席：１人1,500円（自由席、土手斜面、シート持
参）
※ペア席、グループ席は完売しました。
◆有料観覧席の購入
　電話（チケットぴあ☎0570－02－9999）や
コンビニエンスストア（セブンイレブン、ファミ
リーマート、サークルＫサンクス）などで購入でき
ます。詳細は、市ホームページ（　　　　 ）をご
覧ください。
◆有料観覧席の販売期間
　8月22日正午まで。
※売り切れ次第終了。残席がある場合は、当日会
場で販売します（当日販売はＳ席3,500円、Ａ席
2,000円）

夜空を彩る大迫力のスターマイン

花火と音楽がシンクロするスカイミュージカル

会場へは電車やバスで！

ID 1859

一般の方から大切な人への思いなどを募集して、お名前とメッセージを読みあげて花火を打ち上げます。
▷募集数＝30発　費15,000円 A席券（自由席）2枚付き ※詳細は、流山商工会議所ホームページをご覧ください。

メッセージ花火の募集

【つくばエクスプレス】
●流山セントラルパーク駅
から徒歩約25分
※同駅から流山駅東口まで
の無料シャトルバスを運行
（17時から、おおむね3分間隔
で発車）バス下車徒歩約５分
●流山おおたかの森駅西口
から京成バス（市役所方面
行き）で流山市役所下車徒
歩約５分

【流鉄流山線】
●流山駅、平和台駅から徒
歩約５分

しおこうじ

（8月18日まで）
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　第36回流山市展の受賞者が決定しました。受賞者の作品は9～11月に、市
役所1階市民ギャラリーで展示します（月ごとに展示替えがあります）。詳細は、
市ホームページをご覧ください。
　主な受賞者は次の通りです。〈敬称略〉

問生涯学習課☎7150－6106

　今や日本の代表的文化にまで成長したアニメーション。では、今から約100年前、誕生したば

かりのアニメーションはどのようなものだったのでしょうか。手間のかかる方法で、ユニークか

つ奥深い世界を表現していた、当時のアメリカやヨーロッパのアニメーション作家の貴重な作品

を上映します。無声映画の上映中には、弁士・唐沢俊一さんが内容を語りで表現して解説し、その

BGMとして塩原奈緒さんのピアノ生演奏が行われます。

日 8月29日㈯ ①11時～12時30分 ②14時～15時30分

所生涯学習センター　定 150人（先着順）
▷上映予定作品＝スタレビッチ「マスコット」（1933年）、C・ボウ
ワーズ「やんちゃ牡

が き

蠣」（1941年）、W・マッケイ「ペット」（1921
年）　ほか
▷チケット代＝前売：大人800円、大人1人子ども1人で1,000
円　当日：大人1,000円、大人1人子ども1人で1,200円※高校
生以下いずれも500円
▷チケット販売場所＝生涯学習センター
申電話または直接窓口へ
問生涯学習センター☎7150－7474

生涯学習センターで開催中！
企画展「東京大空襲と学童疎開展」

日開催中〜８月17日(月)10時〜17時　費 500円（高校生以下無料）※８月11日(火)13時から流山おおたかの森高校
演劇部による創作劇「語り継ぐべき詩」を公演（無料）します。　問生涯学習センター☎7150－7474

　「まちゼミ」とは、お店の人が講師になって、専門知識やプロのコツなどを教える少人数制のミ

ニ講座です。これまでに実施した2回のまちゼミでは、「コツを教えていただき、とても勉強に

なった。早速試したい」「疑問に思っていたことが分かり助かった」「アットホームな感じで聞きた

いことが聞けました」など、とても好評でした。第3回を開催しますので、ぜひご参加ください。

　参加店舗や定員など詳細は、8月18日の朝刊またはタウン誌に折り込まれるチラシや、市役所

商工課で配布するチラシをご覧ください。

▷期間=8月25日㈫～9月30日㈬※店舗によって実施日が異なります。

▷参加店舗=26店舗（28講座）

費無料（材料代かかる場合あり）

申 8月18日からチラシ掲載の店舗へ電話

問流山まちゼミの会事務局（流山商工会議所内）☎7158－6111

URLhttps://www.facebook.com/nagareyamamachizemi

　流山市赤十字奉仕団は、献血の呼びかけ、高齢者施設でのボランティア、地
域での救急法講習会や炊き出し訓練、赤十字活動資金募集などの活動を行っ
ています。年齢や性別は問いません。赤十字奉仕団に興味がある方は、市役
所社会福祉課までご連絡ください。
問社会福祉課☎7150－6079

書
）」が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
勤
務
先
で
申

請
書
の
公
務
員
児
童
手
当
受
給
状

況
証
明
欄
に
証
明
を
受
け
た
後
、

市
役
所
子
ど
も
家
庭
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
対
象
者
＝
原
則
平
成
27
年

5
月
31
日
時
点
で
流
山
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
方
で
、
平
成
27
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＝
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み
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▽
申
請
方
法
＝
申
請
書
に
必
要
事

話
や
要
約
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記
で
の
通
訳
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
市
の
講
演
会
や
イ

ベ
ン
ト
で
の
通
訳
も
行
い
ま
す
。

※
勤
務
時
間
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な
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合
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。
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お
酒
を
や
め
た
い
の
に
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ら
れ
な
い
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ど
、こ
の
よ
う
な
症

状
以
外
に
も
、心
の
病
気
か
な
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思
っ
た
ら「
心
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
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。
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付
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す
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消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
な

ど
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯
の
負

担
を
緩
和
す
る
た
め
、
平
成
27
年

度
も「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」を
支
給
し
ま
す
。
現
在
、申

請
を
受
け
付
け
中
で
す
が
、
今
年

度
は
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況

届
に
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
の
申
請
書
欄
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
、
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方

は
お
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届

提
出
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
に
対

し
て
は
、
現
況
届
欄
の
な
い
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
み
の

申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
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先
か

ら「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金（
平
成
27
年
度
）申
請
書（
請
求

　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
の
社

会
参
加
な
ど
の
促
進
を
目
的
と
し

た
意
思
疎
通
支
援
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
市
内
在
住
で
、
手
話
通
訳
者

（
士
）
ま
た
は
要
約
筆
記
奉
仕
員

（
者
）の
資
格
を
お
持
ち
の
方

▽
活
動
内
容
＝
聴
覚
に
障
害
の
あ

る
方
が
、
病
院
の
診
察
や
健
康
診

断
、
お
子
さ
ん
の
授
業
参
観
な
ど

に
参
加
す
る
際
に
、
同
行
し
て
手

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
心
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
す
る
た
め
に
、「
心
の

相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
専

門
の
医
療
機
関
に
な
か
な
か
足
を

運
べ
ず
一
人
で
悩
ん
で
い
る
方
や
、

心
配
し
て
い
る
ご
家
族
な
ど
が
、

無
料
で
精
神
科
医
に
心
の
健
康
に

つ
い
て
の
悩
み
を
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
「
最
近
よ
く
眠
れ
な
い
」「
な
ん

だ
か
食
欲
が
な
い
」「
気
分
に
波
が

あ
り
、
不
安
に
な
っ
た
り
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
し
て
し
ま
う
」「
視
線
が

気
に
な
り
、
人
前
に
出
る
の
が
怖

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
お
早
め
にあなたも一緒に活動しませんか

ID 26815ID 26860

　◆市美術家協会賞 　「安寧を求めて」（洋画）　中村 正文

　◆市長賞 　「青春の旅　余市」（洋画）　小松 昭夫

　◆市議会議長賞 　「賑わい」（洋画）　根岸 賢三

　◆市教育長賞 　「登り窯」（洋画）　黒原 精一

　◆市展賞 　「朝の散歩道」（洋画）　辛島 幸子

お店の人が
プロのコツ
などを直伝

お店の人が
プロのコツ
などを直伝

聴
覚
障
害
者
の

意
思
疎
通
支
援
を

有
資
格
者
を
募
集

手
話
通
訳

要
約
筆
記

あ
な
た
の
心
は

健
康
で
す
か
？

「
心
の
相
談
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い



★プロの技も学べる楽しいつるし
飾り

　作成したつるし飾りは来春のイベント
「流山つるし雛

びな

ひな巡り」で展示します。
日 9月2日㈬10時～13時　所野々下福
祉会館　講古布の手仕事つわぶき・林茂
美さん　定 10人（先着順）　費 1,500
円（資料・材料代含む）　持 裁縫道具、化
せん綿、ボンド　申 8月12日から電話
問野々下福祉会館☎7145－9500

25780ID

★レベルアップのための
テニス教室（全10回）

日 9月～11月の金曜10時～12時　
所 市総合運動公園テニスコート　対 市
内在住の初・中級クラスの女性　定 30
人（多数抽選）　 費 8,000円　 申 8月
21日10時から市民総合体育館窓口へ
費用を持参
問市民総合体育館☎7159－1212

★木の図書館・東部公民館共催　
子ども創作教室　木の工房　
ナチュラル素材でマイフォトフレーム

日 9月5日㈯13時～14時30分　 所 東
部公民館　対 小学生程度※保護者同伴
であれば幼児も可　定 20人（先着順）　
費 200円（材料代）　持 使いたい木の実
など　申 8月12日10時から木の図書
館に電話または直接窓口へ
問木の図書館☎7145－8000

★リサイクル講座　
楽しくリサイクルしよう！

①押し絵季節のつるし雛づくり
日 9月14日㈪9時30分～15時30分　

費 200円（材料代）
持 不用布、木工用
ボンド、布切りは
さみ、弁当

25709ID

②打ち直し綿で小座蒲団づくり
日 9月16日㈬12時30分～15時30分　
費 500円（材料代）
持 糸切りはさみ、
指ぬき

9647ID

【共通事項】
所 クリーンセンター　定 10人（多数抽
選）　申 電子申請または往復はがき（1
枚につき1講座）に開催日、講座名、住所、
氏名、電話番号、返信用に宛名を明記の
上、8月25日（必着）までに〠270－
0174流山市下花輪191クリーンセン
ターへ
問クリーンセンター☎7157－7411

★ギャラリーガラスケース展示　
吉村勉・日本画展

　流山市展31回・33回奨励賞を受賞し
た「水辺」など、吉村勉氏の日本画作品を
展示します。
日 8月17日㈪～31日㈪9時30分～17
時（17日は13時から、31日は15時ま
で）　所森の図書館　費無料　申不要
問森の図書館☎7152－3200

★消費生活パネル展

　悪質商法の注意喚起や消費者トラブ
ル防止のため、消費生活パネル展を開催
します。
日 8月18日㈫～25日㈫9時～17時（25
日は15時まで）　
消費者庁のキャラクター・アブナイカモ

の紙芝居「子どもを事故から守る！！」
日 8月21日㈮①11時から②14時から

【共通事項】
所森の図書館
問消費生活センター☎7158－0999

★杜のアトリエ黎明　
子どものための絵画教室作品展

　20人を超える子どもたちの作品を展
示します。のびやかな力作をご覧くだ
さい。
日 8月18日 ㈫ ～
23日㈰9時～17
時　所杜のアトリ
エ黎明　費無料
問一茶双樹記念館
☎7150－5750

どなたでもお聴きになれます

★第5回市民参加推進委員会
日 8月19日㈬10時から　
所市役所　内平成26年度答申（案）につ
いて
問コミュニティ課☎7150－6076

★行財政改革審議会（第3回）
日 8月20日㈭15時から　
所 市役所　内 平成27年度諮問事項（2）
について
問行政改革推進課☎7150－6078

26251ID

★流山市廃棄物対策審議会
日 8月28日㈮13時30分から　
所 クリーンセンター　内 流山市一般廃
棄物処理基本計画について
問クリーンセンター☎7157－7411

3469ID

★夏休みおはなし会スペシャル
日 8月29日㈯15時～16時　所 森の図
書館　内エプロンシアター「ぞうのはな
はなぜながい」、パネルシアター「へっぷ
りよめさま」、投影絵本「こぶたくんのす
いかじけん」ほか　▷出演=NPO法人
ながれやま栞

しおり

・森おはなし部会　
対 幼児・児童　定 50人（先着順）　費 無
料　申不要
問中央図書館☎7159－4646　

26736ID

★千寿の会

　軽い体操や歌を交えながらゆったり
とした時間を過ごしませんか。今月は
演奏団体・ミュージカルソーハロウィン
による、のこぎりをバイオリンのように
使用する「のこぎり演奏」を予定してい
ます。
日 9月7日㈪13時30分～15時　 所 東
深井福祉会館　対 市内在住・在勤・在学
の方　定 20人（先着順）　費 100円（お
茶代）　申 8月12日から電話、ファクス
または直接窓口へ
問東深井福祉会館☎7155－3638
FAX 7153－3437　 26001ID

第2回国際交流サロン　
料理教室「ゴーヤ料理で夏バテ防止」

日 8月27日㈭10時～14時　所 京和ガ
スショールーム（東初石6）　定 24人（先
着順）　費 500円　申 流山市国際理解
サポートセンター（☎7128－6007）
に電話（月・水・金曜10時～16時）
問文化会館☎7158－3462

★は市または指定管理者などの主催のもの

■夏休み みんなの縁
えにし

展 イラスト作品展
と親子ワークショップ(えにしの仲間た
ち主催)=8月20日㈭～26日㈬10時～
18時、ギャラリーぶらっとえにし(江戸
川台西2)。無料（親子ワークショップは
500円～1,000円。要申し込み）問矢吹
☎7103－5614
■福祉施設作品販売会(東葛北部地区知
的障がい者施設連絡協議会主催)=8月
21日㈮10時～15時、ららぽーと柏の葉
問関根☎7125－3322

問秘書広報課☎7150－6063　 393ID

■平和のための戦争展 2015年「とう
かつ」(展示・陳列および講演・証言・朗
読・音楽文化企画など)(同実行委員会主
催)=8月21日㈮～23日㈰10時～18時
(22日は20時まで)、柏市中央公民館。
無料問鹿島☎090－6191－8562
■認知症サポーター養成講座:どなたで
も参加できます!!(愛の家グループホー
ム南流山主催)=8月18日㈫・19日㈬13
時から、ギャラリー愉

ゆう

 YOU(南流山8)。
無料問中村☎7157－6970
■流山水彩展(流山水彩会主催)=8月
27日 ㈭ ～9月2日 ㈬10時 ～18時(27
日は13時から、9月2日は17時30分ま
で)、生涯学習センター。無料問小林☎
7158－9531
■まちづくり人

びと

養成塾(全8回)(まちネッ
ト流山主催)=9月5日㈯～平成28年3
月12日 ㈯9時30分 ～15時30分(3月

12日は13時から)、市民活動推進セン
ター。20,000円※要申し込み問 樫☎
090－8559－7261
■第7回(2015)流山市太極拳のつどい
交流演武会(流山市太極拳連盟主催、市
教委後援)=10月18日㈰13時～17時、
生涯学習センター※参加団体の募集は
9月10日まで問 下田☎080－5002－
8218

■シニア・ピアノ・サークル「ドレミの会」
（中高年から始めるピアノ・ライフ（初
心者歓迎））=①第1・3土曜②第1・3木曜
③第2・4木曜いずれも9時30分～16時
30分、主に流山福祉会館問高瀬☎7155
－1367
■流山ゴスペルシンガーズ「T

ざ

HE　

T
と め そ で

OMESODE」=第2・4金曜12時～15時、
北部公民館ほか問 前原☎090－8477
－6541
■流山江戸川台クラブ（卓球）=毎週土
曜10時～13時、主に市民総合体育館
問石神☎080－1238－2081
■エアロビサークル　柏の葉（健康体
操）=毎週木曜9時45分～11時、柏の葉
公園体育館問榛

はんざわ

沢☎7153－4797
■全日本空手道連盟　和道会　幸和塾
=毎週日曜10時～11時30分、主に東部
公民館問里見☎7145－6416
■健康太極拳友好会=毎週金～月曜10
時～12時、思井福祉会館ほか問 矢澤☎
7159－1676
■白うさぎ’99（女声コーラス）=毎週水
曜9時30分～12時、主に向小金福祉会
館問小谷☎7103－2141

第1398号  平成27年8月11日㈫

一茶双樹記念館　俳句教室（初級・中級）　
各コース全10回

第15回　歴史と文化のトーク＆トークinながれやま
世界で認められた卓球台born in 流山
2016リオ五輪公式卓球台誕生のルーツを探る

　俳人・小林一茶と流山の醸造家・
秋元双樹が親交を深めたゆかりの
地として、ことし開館20周年を迎
えた一茶双樹記念館では、流山俳
句協会会長・北川昭久さんを講師
に初級・中級の2コースで俳句教
室を開講します。記念館のゆった
りとした雰囲気の中で、句会を通
して楽しみながら俳句を学びます。
所一茶双樹記念館　定各コース20人（先着順）　費各回1,000円　申電話、ファクス
またはメール
問一茶双樹記念館☎・ FAX 7150－5750　 info@issasoju-leimei.com

　日本卓球界のホープ・荻村伊智朗選手が昭和29年・31年の二度の世界卓球選手権で優勝し、「卓
球日本」に沸いた昭和の時代。当時の日本卓球界を支えた「ランバーコア卓球台」は、東初石の松
田合板工業㈱の努力によって生み出されました。
　松田合板工業㈱の2代目で、現マツダ工業㈱代表取締役の松田英男さんを講師に、昭和21年、
松田英次郎が東初石の広大な栗林を入手して会社を興し、優れた品質の卓球台の開発・生産で
世界に羽ばたいた歴史を振り返るとともに、現在都市開発の進むおお
たかの森エリアのまちづくりなどについてお話ししていただきます。
日9月12日㈯13時30分～15時　所流山福祉会館（見世蔵で受け付け）
定30人（先着順）　費500円（資料・お茶代）　申見世蔵へ電話、ファ
クス、メールまたは直接窓口へ
問万華鏡ギャラリー見世蔵☎・ FAX 7103－2817（月・火曜休館）

misegura.nagareyama@gmail.com

日＝日時　所＝場所　講＝講師　内＝内容　対＝対象　定＝定員　費＝費用　持＝持ち物　申＝申し込み　問＝問い合わせ
ID＝ページID（市ホームページのトップページで入力すると、関連ページがすぐに見られます。）

日程
（時間はいずれも13時30分〜16時30分）

初
級

9月12日、10月3日、11月14日、平成28年
1月16日、2月20日、3月19日、4月16日、
5月14日、6月18日、7月16日の土曜

中
級

9月10日、10月1日、11月12日、平成28年
1月14日、2月18日、3月17日、4月14日、
5月12日、6月16日、7月14日の木曜
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市の人口と予算
（　）内は前月比／前年同月比【人口・世帯】

【予算】

合計
男
女
世帯

一 般 会 計
特別・企業会計

＝
＝
＝
＝

＝
＝
389億3,562万6千円
352億5,136万8千円

（＋
（＋
（＋
（＋

／＋
／＋
／＋
／＋

158,329
78,672
79,657
62,081

人
人
人
世帯

113
66
47
89

2,619
1,311
1,308
1,881

）
）
）
）

〈8月1日現在〉
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　「全国大会の出場が決まった瞬間、驚きで体が固まってしまいました」と喜び
を振り返る流山おおたかの森高校3年アナウンス同好会の国府田楓さん。6
月19日に開催された第62回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト千葉県大会の朗
読部門で、見事、最優秀賞に輝いた。同大会では、朗読部門やアナウンス部
門など7部門に分かれ、高校生が日ごろの放送活動を披露した。朗読部門は、
138人中、予選を勝ち抜いた25人が出場。指定された5作品から1編を選び、
自分が表現したい部分を抽出し、2分以内で朗読する。「少年記」（外

と

山
や ま

滋
し げ

比
ひ

古
こ

著）
を選んだ国府田さんは、本の世界観を伝える表現力が評価され、県1位で全国
大会の切符を手にした。全国大会では、惜しくも準決勝に進めなかったが、「本
番でしか味わえない緊張感があり、楽しかった」と笑顔で語る。
　また、県大会で最優秀賞を受賞した国府田さんには、大役が与えられた。7
月10日にＱＶＣマリンフィールド（千葉市美浜区）で行われた第97回全国高校野
球選手権千葉大会開会式のメイン司会である。「甲子園を目指して戦う選手が
主役。皆さんの士気が上がるようなアナウンスがしたい」と臨んだ国府田さん。
170チームの選手が行進するグラウンド内に設置されたスタンドマイクを通し
て、力強く、臨場感のある声が球場内を包み込んだ。
　「将来は声を使う仕事がしたい」と話す国府田さん。幼少時代は人前に出る
のが苦手だったが、中学時代に部活の入部を呼び掛けていたとき、先生から
話し方を褒められ自信がついたと言う。高校では入学当時、放送部がなかっ
たため、同級生と2人で放送サークル（現・アナウンス同好会）を立ち上げた。
当初から顧問を務める大塚功祐教諭は「今回、全国大会まで行けるとは正直思
っていなかった。彼女の成長は著しいです」とうれしそうに笑う。アナウンス
同好会のほか、演劇部にも在籍する国府田さん。昨年8月30日に文化会館で開
催された「白みりん200周年記念演劇公演」では、桐ケ谷弥生と魔女帝ズドォー

ナの1人2役を演じた。「夢
は舞台俳優と声優になるこ
とです」と熱く語る国府田
さん。当面の目標は、憧れ
の俳優や声優が所属する劇
団の俳優教室に入学するこ
と。「声だけでなく、全身
を使って表現する舞台俳優
は、体力と持久力が必要で
す。走り込みと筋トレでし
っかり体を鍛えます」と語
る笑顔がまぶしい。

　

本
年
２
月
６
日
か
ら
15
日
ま

で
、
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
で

「
第
５
回
流
鉄
展
」
が
開
か
れ

た
。
早
速
駆
け
つ
け
て
み
る
と
、

会
場
入
り
口
の
《
ご
あ
い
さ
つ
》

が
眼
に
入
る
。「
郷
土
流
山
の

歴
史
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る

流
鉄
の
歩
み
と
、
日
々
の
営
み

を
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
く
と
共

に
さ
ら
な
る
流
鉄
の
発
展
を
願

っ
て
の
企
画
展
で
あ
り
ま
す
」。

　

主
催
者
、
㈱
グ
リ
ー
ン
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
（
賀
来
宏
和
代
表
）

は
、
こ
れ
ま
で
流
鉄
展
を
平
成

21
年
、
24
年
、
25
年
、
26
年
と

４
回
開
催
し
て
い
る
。

　

会
場
に
は
、
模
型
の
「
銀
河
」

が
走
り
、
鉄
道
部
品
、
写
真
、

書
籍
な
ど
、
流
鉄
グ
ッ
ズ
が
所

狭
し
と
展
示
し
て
あ
る
。
来
場

者
は
毎
回
、
千
人
程
と
い
う
。

　

昭
和
54
年
、
月
刊
タ
ウ
ン

誌
「
流
山
わ
が
ま
ち
」
は
創
刊

号
で
、
市
内
５
中
学
校
（
南
部

中
・
常
盤
松
中
・
北
部
中
・
東

部
中
・
東
深
井
中
）
の
３
年
生

５
０
０
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
出

し
、
そ
の
結
果
を
集
計
。
ト
ッ

プ
記
事
「
私
た
ち
は
流
山
を
愛

し
て
い
ま
す
」
を
特
集
し
た
。

私
は
中
学
生
へ
の
「
ア
ン
ケ
ー

ト
」
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

聞
い
た
。
そ
の
一
つ
「
流
山
で

誇
れ
る
も
の
ベ
ス
ト
５
を
挙
げ

て
く
だ
さ
い
」
に
、「
流
山
電

鉄
」
を
挙
げ
た
中
学
は
、
５
中

学
の
な
か
で
旧
流
山
町
の
南
部

中
だ
け
だ
っ
た
。
し
か
し
、
南

部
中
１
０
０
人
の
１
位
は
「
み

り
ん
」、
２
位
は
「
緑
が
多
い

こ
と
」
で
、「
流
山
電
鉄
」
は

３
位
だ
っ
た
。

　

創
刊
号
の
特
集
に
、
流
山
の

事
を
未
だ
知
ら
な
い
記
者
が
窮

余
の
一
策
と
し
て
、
中
学
生
た

ち
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
の
だ

が
、
当
時
、
市
内
の
中
学
生
で

「
流
鉄
」
を
誇
り
と
し
た
人
は

少
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

昨
年
10
月
、
森
の
図
書
館
で

鉄
道
史
学
会
会
員
の
白し

ら

土と

貞
夫

氏
が
「
流
山
の
鉄
道
今
昔
」
に

つ
い
て
講
演
し
た
。
森
の
図
書

館
講
演
会
資
料
に
よ
る
と
、
白

土
講
師
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。

　
「
流
鉄
は
開
業
以
来
、
流
山

軽
便
鉄
道
→
流
山
鉄
道
→
流
山

電
気
鉄
道
→
流
山
電
鉄
→
総
武

流
山
電
鉄
→
流
鉄
と
社
名
が
６

回
も
変
わ
っ
た
が
、
馬
橋
―
流

山
間
５
・
７
キ
ロ
の
路
線
は
ま

っ
た
く
変
わ
ら
な
い
。
一
般
の

鉄
軌
道
で
は
、
芝
山
鉄
道
、
紀

州
鉄
道
、
岡
山
電
気
軌
道
、
水

間
鉄
道
に
続
く
短
距
離
鉄
道
で

あ
る
」
と
。

市販されている流鉄の湯のみ。イラストは寺田園茶舗の
寺田英一さん

山
本 

文
男

   

流
鉄
を
知
ら
な
い
市
民 

5

流山に伝わる
祭り囃

ば や し

子を親子で体験
　初心者にもやさしく指導
　7月30日、十太夫福祉会館で東葛お囃子愛好会（中村智会長）主催の「夏！ 祭
り囃子無料体験会」が行われました。流山の伝統芸能を多くの方に知っていた
だこうと開催しているもので、本来は口伝えで継承されるお囃子を、中村さん
が五線譜の形に直して分かりやすく教えてくださいました。この日は、3月か
ら十太夫にお住まいの高

こう

野
の

瀬
せ

悠子さんが、お子さんの菫
すみれ

さん（小山小2年）、咲
ちゃん（3歳）と一緒に参加しました。まずは大太鼓と締め太鼓の基本のリズム
を練習。太鼓を叩く感覚に慣れてくると、徐々に複雑なリズムに挑戦しました。
普段の生活では耳慣れないお囃子の独特なリズムに最初は苦戦していましたが、

「テンテケテケテン」と声に出しながらゆっくり練習することであっという間
に上達し、一曲叩き終わると会員の皆さんから大きな拍手が起こりました。
　体験を終えた悠子さんは「太鼓を叩いた時の跳ね返りが気持ちよく、小学生
のころに夏祭りで大太鼓を叩いたことを思い出しました。普段は見る機会の
少ない楽器がいろいろあっておもしろいですね。お友だちの親子を誘って、ぜ
ひまた参加したいです」と話してくださいました。菫さんは「難しかったけれど、

練習したらできるようになっ
て楽しかった」と笑顔を見せ
ていました。
　東葛お囃子愛好会は、五
人囃子だけでなく、獅子舞や
ひょっとこ踊りなど、さまざ
まな伝統芸能に取り組んでい
ます。活動に興味のある方は、
中 村 さ ん（ ☎7154－1362）
までお問い合わせください。
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　7月20日、流山ロータリーク
ラブ（戸部源房会長）主催の「夏休
み小学生交通安全教室」が流山自
動車学校で開催されました。こ
の教室は、会場近隣の小学校1
～3年生を対象に行われ、4回目
のことしは、小山・おおたかの森・
西初石小学校の児童151人と保
護者、合わせて約300人が参加
し、自転車安全利用五則や保険
加入の必要性を学びました。
　自転車運転実技では、重い荷物を積んで運転することの危険性を体感。前か
ごに2リトッルの水を積み、ポールを避けて運転します。子どもたちは「ハンド
ルが自由に動かなかった」などと話していました。交通安全適性診断車「ちとら
くん」では、危険な場面が映るモニターを見ながら、正しい乗り方を体験でき
る自転車シミュレータなどに挑戦しました。戸部会長は「夏休みの早い時期に
講習会を行うことで、自転車で遊びに行く子どもたちに安全に過ごしてほしい」
と話してくださいました。
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夏休み小学生交通安全教室
　親子300人が自転車の正しい乗り方学ぶ

千葉県大会の朗読部門で
最優秀賞

ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト
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さん
（長崎1丁目在住、17歳）

流山ロータリークラブ主催

QVCマリンフィールドで開催された高校野球の開会式で司会
を務める国府田さん


